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い
わ
ゆ
る
敵
対
わ
が
来
買
収
し
し
円
さ
れ
る
事
山
本
民
相
次
い
で
い
は
判
所
に
は
h
込
王
両
る
事
怒
L

ア
勺
っ
て

十
人
ポ
ナ
フ

ν
ピ
放
、
仏
ム
ド
f
が
グ
ル
ー
プ
内
心
主
釘
ラ
ジ
オ
汝
店
会

lrの
1
叫
刻
的
買
収
を
ふ
干
施
作

に
、
州
問
ハ
の

I
r
同
声
ー
や
業
が
赦
LR的
資
収
に
上
っ
て
い
わ
ば
吟
一
り
ー
…
み
？
と
か
げ
I
h
j

事
長
一
で
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ヲ
J

業
開
を
巻
き
込
ん
で
が

会
的
に
も
大
変
な
、
川

μをノリ
J
hい
る
こ
と
と
ん
士
た
c

こ
れ
、
り
の
叶

4

菜
、
か
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
い
ま
っ
去
の
は
、
政
対
的
念
品
作

の
適
法
性
が
法
廷
で
字
わ
れ
1
7

～
に

業
曹
ハ
以
に
討
に
し
、
沖
象
会
社
の
峰
、
何
件
が
山
戸
一
八
収
防
衛
υ山
吹
伴
っ
た
し
m
，、h
J

で、

h

ア
れ
ら
の
流
れ
仁
ぷ
認
を
〈
い
む
ず
か
の
し
宝
ノ
に
、

経
尚
一
ヰ
業
省
の
企
業
仙
値
引
究
会
は
、
前
川
対
的
企
業
！
H
双
仁
お
け
る
川
崎
哉
の
あ
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わ
ん
に
つ
い
て
検
計
J

ど
加
、
へ

企
業
缶
位
却
さ
宝
川
か
れ
公
表
L

｝ノpf
」？し
f

、、、

と
れ
J

ど
そ
げ
た
形
で
、
J

什
斉
昨
業
省
と
一
γ
務
付
ら
は
、

ー
や
ん
業
側
位
・
株
、
半
共
同
心
利
子
用
の
伴
似
立
は
川
ー
の
た
め
の
買
収
肝
川
沿
取
に
悶
「
ず
る
指
針
一
以
卜
、
－
H
H収
ぬ
術
検
出
い
針
」
と
い

ム
ノ
）

ま
た
、
故
対
的
人
ド
一
え
日
以
活
発
氾
心
動
向
を
受
け
て
、
卜
場
会
札
で
も
宮
円
以
防
衛
災
三
呼
入
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い

に
は
積
々
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ふ
の
で
、
ニ
加
に
な
も
の
と
し
て
ボ
イ
ス
ン
・
ピ
ル
が
挙
U

つ
れ
て
い
る
、
そ
、
〕

て
、
持
イ
ズ
／
曙
レ
し
ル
心
中
で
河
川
、
一
新
い
ろ
J
L利
権
を
株
土
に
ド
い
り
し
て
宮
月
以
ν
百川

J

高
次
稔
託
ハ
戸
い
を
希
釈
μ

に
す
る
も
の

の
E
T
人
が
、
弁
設
や
実
務
訴
を
H
h
v
に
検
討
き
れ
て
い
る
よ
う
で
為
る
〉
こ
の
戸
て
つ
な
ぞ
屯
イ
ズ
シ
‘
ヒ
ル
の
手
人
に

いy
h

い
や
る
一
フ
イ

3
r

－
ノ
ラ
〆
）

当
に
つ
て
は
、
宇
一
心
法
的
な
必

b
t慎
重
に
検
対
「
司
令
こ
ζ

が
必
出
火
叩
占
め
る
が
、
と
く
に
味
、
一
T
1斗
J

印
刷
則
と
の
減
係
が
問
題
ζ

な
ご
く

い
る
。
主
稿
は
、
こ
の
ふ
う
な
ポ
イ
ズ
ン
・
ピ
ル
2
株
五
干
呼
原
則
の
対
係
JY検
対
「
｝
白
。

株
主
一
千
等
原
郊
の
烹
4
一世

11 

ti. 

七枚

一
般
的
に
一
公
社
は
、
株
ふ
下
と
し
て
の
資
併
に
基
づ
く
伝
伴
関
係
に
お
い
て
、
原
町
川
と
し
て
株
主
を
そ
の
は

株
数
に
吃
〕
仁
平
川
：
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
G
？
G
い
」
と
い
ふ
除
則
て
ゐ
る
と
問
解
さ
れ
て
い
る

株

ιム

h 
と

」
れ
は
、
社
員
一
株
、
五
と
し

て
り
地
や
り
可
併
で
あ
る
株
式
り
均
y
J料
い
を
支
院
と
し
℃
、
他
の
凶
什
ゅ
に
お
け
る
梢
ば
肖
一
半
行
十
、
り
応
別
が
、
資
や
出
体
で
あ
る
は
よ
ム
ム

お
い
F
L
九百呉、

γ人
も
の
ゼ
あ
る
と
レ
一
υ
れ
る
c

V

J

か
〕
、
J
1
H
f

よ
い
十
九
が
つ
く
の
は
、
た
と
え
ば
議
決
権
以
外
の
除
、
ド
峰
山
会
に
閲
す
る
株
工
の
権
利
（
判
明
会
招
集
通
知
パ
ス
鼠
権
、

川μ
布
桜
、
質
問
権
な
y

）

は
ね
悶
併
の
怪
引
も
多
〈
行
持
了
J

スV
J

空
ノ
際
、
バ
川
内
で
問
晴
ゆ
と
な
っ
た
事
案

の
も
で
つ
に
、
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ニ
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で
も
、
刊
紙
設
に
応
じ
た
4
l
等
取
扱
い
で
は
以
く
、
株
主
院
の
再
別
的
取
扱
い
が
問
山
岳
と
な
っ
に
も
の
が
あ
る

F

た
と
え
ば
、
以
一
日

平
成
八
担

H 

一jil
l
－

u
N
、
総
会
会
山
川
，
へ
の
人
場
制
限
お
よ
び
陪
席
併
記
中
め
く
る
株
王
問
の
ム
エ
π
別
的
取
扱
い
い
か
問
題
と
伝
っ
た
市
中

：長

実
は
P
J
C
意
味
内
存
は
多
義
的
て
あ
り
、

は
、
そ
の
う
ち
の
雫
一
公
で
け
あ
る
が
一
訴
さ

L
か
な
い
こ
と
に
注
意

L
Kけ
れ
以
な
り
な
い
じ

し
三
日
っ
て
、
川
作
、
t
w
i等
防
相
別
と
い
っ
て
へ

持
株
数
に
比
列
し
に
Jr弘

Jn則

ヅl

平
手
原
則
の
多
義
性

lイl

村
ー
ム
M

h
可
出
町
一
則
／
一
山
林
士
ヰ
等
原
則

叫
代
宇
ヴ
比
J

印
刷
は

と
し
て
の
待
遇
、
古
一
党
け
る
時
ー
利

-
令j、
t 、., 

γ

川
利
治
）
に
閑
ね
る
」
モ
ヲ

て
、
こ
の
は
手
、
し
て
り
権
利
は
い
し
列
、
什
に
は
、

の
に
干
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
n

持
王
平
等
原
則
？
っ
ち
、

前
者
に
河
わ
る
も
の
を
株
式
平
等
原
則
こ
い
い
、
役
者
に
羽
！
わ
る
も
の
を
狭
点
。
株
王
平
等
原
則
と
J

う。

つ
ま
り
、
株
式
↑
等
原
則
ぽ
、
会
礼
は
、
株
＋
と
し
し
C
C法
律
涜
涼
に
お
レ
L

の
け
株
数
に
比
例
し
て
半
l
等
に
以
り
被

)-

ん
' ,-
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わ
な
け
れ
ば
迂
ら
な
い
と
い
う
凶
引
で
あ
る

h

柏
村
釣
叶
l
斗
J
）

の
に
対
し
て
、
狭
義
の
川
詮
下
半
等
原
引
は
、
ふ
ム
日
刊
は
、

「
比
例
的
平
等
、
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人
一
人
心
株
主
女
平
等
に
取
η
M
M
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ヨ
い
と
い
う
除
印
で
J

ラ
Q

（

z
へ仙川ボ
l
けや
J

株
王

F弘

Jn別（
U
牛
山
、
と
の
よ
、
つ
ヘ
ホ

経
類
の
内
存
げ
か
今
ド
ま
わ
い
て
い
る
－
」

2
は

品一J
v
祝
仁
も
ー
い
い
く
認
識
さ
れ
て
い
る
代

、
株
十
丁
平
年
J
W
川
則
心
内
容

yi古
、
足
的
日
パ
別
の
仲
立
小
止

品
合

言見
R) 
ノ乙之、

11:' 
cコ↑竿

0 
コ「ご
にし、

分不
:i- －ド
ら 等
オ？扱
て，＿，、
,, Lコ
る12ナで

せ二 ）〆

ホ

を
、：主
析の
I Iす
推る

山
口般

的
北
九
一
南
と
、
株
式
政
い
汁
立
つ
い
亡
行
わ
れ
る
只
体
的
ム
一
準

｛
株
式
斗
牛
リ
の
原
則
、

一
一
及
川
叔
は
、

1
株
主
は
す
、
～
て
ム
バ
れ
に
よ
っ
て
T

引
い
れ
ず
に
以
り
ぬ
わ
れ
ね
ば
な
、
り
な
い
と
い
ろ
箔
ア
v

J

J

1

1
持
株
数
に

U
、〕て

等
に
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
っ
第
一
ア
ゼ
を
げ
て

杭
い
士
，
当
日
山
則
は
近
代
社
会
に
い
b

け
る
回
科
救
仁
通
用
λ

よ
句
集
本
的
ヨ



原
引
で
み
る
海
成
長
平
等
と
し
て
む
第

ァ
ー
ゼ
を
意
味
す
る
の
に
対
［
て
、
第
二
一
ア

l
F一
は
、
出
資
C
単
片
い
で
為
る
株
式
が
付
只
の

で
も
あ
る
と
い
う
株
式
ム
ゃ
れ
の
資
十
川
体
性
に
ぶ
つ
く
一
件
ぷ
決
権
主
前
提
と
す
る
資
ド
多
数
決
、
王
誌
を
三
一
体
し
、
一
向

者
は
明
確
に
峻
別
す
べ
き
で
お
る
と
、
仁
工
張
さ
れ
る
勺

｝也
,,,: こ

れ
L
J
の
見
町
は
、
株
ニ
平
時
J

原
則
の
川
容
を
↓
コ
に
分
類
す
る
三
芝
、
L
A
4

唱
の
立
場
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
c
v
f
m
7
1

現
主

の
機
能
v
凶
山
、
出
口
ず
る
な
ら
ば
、
一
刊
さ
－
は
り
け
ァ

権
の
川
存
に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

F
K
わ
ち
、
税
土
一
が
株
÷
？
と
L
F
L
の

地
ゃ
に
基
づ
い
て
長
ず
る
怪
利
引
な
い
し
利
パ
に
は
、
て
の
7
一
容
が
株
式
殺
に
川
口
約
す
る
も
の

47句
J
t
t
j

ふ

F
P卜
一
ム
ヤ
干
＼

と切でスノ
fi
、h
吐
い
も
の

（
人
的
権
利
」

品
川
者
に
つ
い
て
は
人
的
r

等
原
則
が
妥
当
λ
J
る
／
｝
済
さ
れ

が
あ
打
、
前
者
に
つ
い
て
は
比
例
的
半
等
原
則
な
長
当
1
1

る
n

株
主
判
併
合
に
持
」
つ
る
権
利
で
あ
っ
て
も
、
議
民
権
の
よ
う
に
凶
寸
心
配
川
氏
平
等
以
別
が
妥
当
す
る
市
市
川
も
弘
め
れ
ば
、

の
川
端
集
法
担

山一ん日制
J

協品、

、
総
会
に
お
け
る
質
問
権
・
意
見
表
町
議
の
ぷ
う
は
人
的

γ呼
原
則
が
妥
当
す
る
権
利

J
Eめ
る
n

Ir/) 

宇
1
削

（
機
会
）
前
半
l
等
し
し
宇
筏

｛
結
巣
）
仏
出
し
ド
生
J

妹、ア
f
司
l
M
守
原
則
は
、

E
f
M市
雫
役
的
旨

γ伴
J

、

「
義
務
）

は
レ
し
刊
い
V
人町

「、いい
J

，、川〆

q
天
i

J引
＼

す
な
わ
ち
許
小
王
ハ
バ
得
一
ξ

（
負
担
す
る
）

干雀
手IJ

刊
と
す
る
が

事
前
的
な
平
等
す
た
わ
ち
鼎
叫
ん
目
的
ギ
等
を
百
味
ず
る
忘d

合
も
λ
め
る

F

こ
の
場
合
に
は

事
後
的
主
観
点
て
は
ド
リ
寺
町
立
行

過
で
ん
く
て
も
平
等
M
m
m沼
市
川
と
ん
は
立
ら
ほ
L

芯
司
令
川
町
、
事
内
問
的
ド
等
は
一
世
求
さ
れ
な
い

た
と
え
ば
、
林

λ
C中
山
却
に
際
し
こ
い
制
法
を
幻
2
7
ルリム「は、

機
会
的
平
等
が
問
題
1
f

も
っ
と
も
九
五
Lfは
、
ご
き
る
か
ぎ
り
市
九
段
的
ド
M
T
d

（
り
税
扱
い

ヘ
台
、
で
J
の
り
、

占

T
l
凶
m
雑
で
あ
る
場
A
n
に
の
み
、
終
会
的
中
ア
虫
干
の
取
は
叫
い
が
一
斗
汗
さ
れ
る
2
併
す
べ
き
で
為
ろ
う
し

り、J

出
什
的
，
一
等
；
属
人
的
ァ
十
時
マ

株
士
ぃ
J
斗
J

L
叫
則
は
、

原
則
と
〆
て
株
ー
の
京
別
的
な
円
以
扱
い
を
前
さ
ん
a
レ
ャ
炉
、
？
げ
の
即
応
問
問
い
と
仕
る
芸
別
的
一
攻
ぬ
い
け
子
、

ー；

J
T
1
4

ド
T
i
c
－

乏
の
同
性
J
V
一
応
準
と
す
J
る
場
合
は
属
性
的
r

』
守
が
、
松
エ
の
同
人
的
支
T
叫ん
4
基
準
こ
ず
る
場
合
は
広
人
的
V

弘
子
が
問
晴
ゆ
と
な
る
」
だ
い
〈
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Jyu

ば

よ
る
株
式
議
波
制
限
に
つ
い
て
、

議
中
川
は
人
む
特
定
の
両
性

「
従
業
員
、

取
引
小
花
百
）

を
幕
準
に
譲
渡
制
限
む
対
象
を
宅

め
る
一
」
と
は
、
河
内
性
的
W
7
2
J
の
出
川
照
で
あ
る
。
こ
れ
山
刻
し
て
、
刊
げ
戸
川
内
、
ー
で
め
る
hr
を
問
題
二
「
る
場
ム
円
は
一
局
人
的
平
年
七
り
川
問
題
て

あ
る

J

も
っ
と
も
、
こ
の
区
別
h
相
伊
川
一
で
み
っ
て
、
ヒ
と
、
え
ば
あ
る
符
え
の
家
山
川
り
組
以
は
で
あ
る
株
ム
丁
ど
問
題
と
お
司
る
山
川
ム
ロ
刷
、

同
人
的
ぃ
J
斗
J

の
問
川
砲
に
辺
づ
く

阿
川
は
的
ち
に
つ
い
て
け
、
あ
る
お
｛
丸
山
一
一
同
性
を
ム
一
刊
と
十
ゃ
λ
別
的
」
礼
扱
い
－

vbっ
て
も
、
そ
れ
い
小
’
と
の
松
ニ
で
も
4
F
W
↓
一
ず
る
こ

／
）
ノ
」
一
な
る
刊
誌
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
機
会
的
半
等
の
同
志
、

γυ
て
計
5
れ
る

（
株
主
vf
等
原
則
埠
一
反
乙
は
な
つ
な
い
）

円
二
、
争
点
A
ぷ

C
｝

f
ム弓

1
J

い
か
と
一
い
う
問
峰
子
あ
る
ラ
し
か

L
、
後
述
す
る
－
T
？
に
、
三
わ
し
h
p
t
z
叫
取
扱
い
も
弘
行
寸
川
町
則
瑳
一
以
と

L
て
掠
則
と

L
て
許
さ
れ
な
い

ζ

m附

γ
べ
寺
↑
ど
あ
る
ハ

は
i
資
比
山
と
第
二
者
資
情

株
主
寸
サ
原
則
は
、
株
主
と
し
て
の
人
国
防
相
に
基
づ
く
法
律
関
係
を
対
象
と
す
る
匂
も
心
で
お
っ
て
、
ぞ
れ
以
外
の
第
一
再
と
し
と
ん
ら
人
H

絡
に
立
川
づ
く
渋
作
坦
係
を
対
象
と
す
る
も
5
で
は
な
い
〈
し
た
が
っ
て
、
結
果
と
し
て
株
主
慌
に
芸
別
的
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
場
合
で

ボfスノ ピル：状一正ヤミ宇川口lj

為
っ
て
も
、
と
れ
刊
J

株
4

下
資
格
に
立
川
っ
く
も
の
で
な
く
、
第
一
苫
と
し
て
心
資
併
に

ιっ
く
場
合
に
は
、
林
、
「
山
I
弓
原
w
N八
泣
反

c…町民

と
は
な
ら
た
い
…
た
と
え
目
、
荒
川
杯
心
泊
二
者
割
当
先
行
に
際
L
て
、
割
心
vikが
符
む
の
株

r
で
為
う
て
も
、
判
王
平
有
原
川
引
け
珪
反
て

削
皮

i
株
十
丁
以
外
、

wz

第
一
者
割
勺
三
工
る
引
株
党
付
で
は

三
新
川
怖
や
刻
一
h
当
て
る
こ
と
が
り
阪

L
a
u
r
d
l
 

j
t
7
1
 

で
あ
れ
、
お
ん
ビ
の
株
、
ー
が
割
当
売
と
h
h
｝
た
場
A
n
J
O
、株ム一
T
資
椛
で
は
な
く
約
一
若
資
格
に
基
づ
〈
も
の
と
い
え
，
匂
し
戸
、
り
で
あ
る

J

（臥ノ，it・'?i,,, '..3・1 ii! ＂、：1r:•ou:,.' i.1 



ポ
イ
ズ
ン
凶
ピ
ら
こ
株
十
半

3
原
則

ポ
イ
式
ン
ピ
ル
心
仕
剖
み

さ
て
、
こ
こ
で
検
A

刊
の
対
象
2
h
z
G
ポ
f
ズ
／
・
ピ
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
？
イ
ツ
・
プ
フ
、
プ
乙
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
羽
株
下
約
比
仰
を
れ

乏
の
皆
川
三
者
に
党
行
、
〕
て
お
さ
、
前
対
的
h
d
四円以北／
i

が
現
れ
た
と
き
広
い
た
の
判
例
合
以
ー
の
設
決
憶
を
「
山
お
い

γ人
t
さ
に
は
、
山

J

一説

川制株
fT
約
宝
ー
を
買
収
者
以
外
の
か
料
ヨ
に
交
ト
ハ
一
コ
ノ
る
か

（
父
一
恥
い
判
制
限
四
二
人
あ
る
い
は
発
行
叫
に
四
一
一
以
者
以
外
の
礼
状
7

の
み
が
権
利
pf伎

で
き
る
乙
い
う
条
件
を
付
1

v

て
お
き
、
良
品
者
v
色
合
め
だ
ん
杭
い
士
に
祈
軒
下
約
協
怖
か
γ
父
利
了

J

る
♂
苦
八
分
有
は
株
利
お
便
で
き
白
い
）

f

L、

～
行
使
制
限

mJ

百円以
ι自
の

に
な
っ
て
い
る
υ

こ
vれ
に
よ
っ
て

買
収
者
以
炉
心
株
主
九
J

判
外
予
約
捕
を
行
使
「
れ
は

日
一
的
決
権
が
不
可
釈
化
す
る
と
、
う
効
京
が
や
ず
る

U

こ
の
よ
う
は
ポ
J

ス
ン
ピ
ル
は
、
買
収
者
こ
そ
れ
以
外
の
株
、
土
古
川
し
ん
別
的
に
取
り
扱
う
も
の
で
、

円
以
「
る
」
う
に
掛
か
わ
れ
る
c

し
か
し
、

一
は
ず
る
と
株
主
平
川
f
J
原
則
に

川
悦
在
ま
で
に
公
表
さ
ー
れ
た
見
併
で
は
、

妹
、
で
平
等
原
則
に
迫
反
ず
る
も
む
と
は
い
え
k
唱
と
し

う
立
場
が
ム
u
u
t為
。
つ
ま
た
、
企
業
い
位
報
吋
I
吉
日
よ
び
買
収
山
町
策
指
針
は
、
こ
れ
ら
の
見
併
に
い
わ
ば
h

作
品
村
き
を
日
え
た
よ

う
な
状
況
古
呈
し
て
い
る

で
こ
で
、
以
下
て
は
、
そ
の
よ
ろ
な
で
古
即
日
州
連
反
jhv
内
定
す
る

υ一
%
の
根
拠
と
、
順
次
投
？
？
F
す
る
こ
Lf

いお司るつ

,21 

平
宅
医
別
選
反
rm川
記
誌
の
恨
悔
し
之
、
の
検
討

イ
／
町
、
fソ一

JLG

げた
l
J
F
ド
転
技

ま
ず
、
形
点
的
td
校
拠

j
ぷ
し
、
交
付
制
限
裂
末
、
イ
ズ
ン
，
ピ
ル
い
お
レ
て
、

新
株
マ
f
約
付
惜
の
交
日
対
象
か
ら
川
四
人
…
以
立
を
除
外
J
1
る

点
に
つ
い
て
、
析

Jpf約
十
住
を
父
利
す
る
の
は
会
吐
以
外
の
第
一
省
で
あ
る
か
ら
、
株
一
一
山
一
等
間
以
則
の
消
尽
は
な
い
、

t以ノdi、f) 1iei '3"1 'i8) ！っヮ：：1001r 11 



し
か
し

J
一
町
株
下
約
校
を
い
っ
た
心
第

tdに
発
行
し
て
お
く
の
は
、
ポ
イ
ズ
シ
ピ
ル
を
い
わ
ゆ
る

i
時
に
直
一
入
し
て
お
く

一L
l
引
か
ー
ま
し
い
反
由
、

れ
な
い
こ
と

わ
が
国
で
は
川
竹
ー
ん
の
移
な
山
活
沖
し
て
移
訟
ず
る
新
株
千
約
除
、
戸
’
判
株
予
約
棺
付
株
式
＼
が
制
度
ト
認
め
ら

こ
れ
を
克
服
ず
る
J
段
J

し
て
苓
ム
～
手
れ
に
も
の
ξ
あ
る
戸
利
株
予
約
格
ー
γ
日
J

き
長
け
、
ご
れ
を
株
王
に
交
付
寸

る
符

一
言
は
、
通
常
会
引
か
、
つ
の
紅
ヰ
叫
が
低
し
い
か
ま
た
は
剥
株
pu
－
約
権
の
交
い
い
い
え
に
つ
い
て
裁
一
事
権
が
な
い
し
）
み
、
り
れ
、
そ
の
正
之
ノ

な
場
合
に
は
、
完
買
上
会
と
に
よ
る
新
徐
行
叫
ん
約
棒
の
ニ
ハ
人
ハ
刊
と
同
夜
す
べ
き
ケ
i

ス
！
？
多
い
で
あ
ろ
う
っ

第

新
釈
予
約
片
況
の
行
使
持
者
か
ら
買
収
話
を
除
外
す
る
の
は
、

新
株
子
約
怪
4
す

ぺ
仇
使
制
限
判
川
千
戸
、
イ
ズ
ン
・
ピ
ル
に
お
い
て
、

明刈の
f

二位
J

で
は
あ
ヮ
て
も
、
状
＋
？
相
刈
の
γ

ハ山
h
r
J

の
問
説
で
は
な
い
、
と

F
る
門
品
川
本
あ
ろ
戸
、

L
か
し
、
新
株
子
約
十
住
者
胡
の
M
M
い

も
、
株
主
同
こ
バ
様
に
平
等
取
扱
い
が
攻
請
さ
れ
る
し
、
よ
り

H
確
に
は
お
定
の
株
主

ヘ
E
H
一以
H
L
自
）
が
持
刊
行
使
で
き
な
い
条
件
↑
ど
祈

株
子
約
権
ん
で
材
、
町
中
i
で
v

父
付
Lq
る
こ
こ
は
、
や
は
り
株
下
向
の
京
別
的
取
扱
い
こ
い
、
つ
べ
き
C
占める口

Ir/) 

川
崎
ム
目
前
半
等

ボfスノ ピル：状一正ヤミ宇川口lj

;{ 
iι ー
ムゴロ フ
L、 J

" , 」

レミ「

ゐ ~i
Y,l，ラ
ffJ干〉
ち－て
；つ l主
之川 、，＿，＇イ
0 ν 
~ ・""-" 

百十
〕仁,,,, ) 
，υD  

i；：ー、

設
件
を
柄
、
た
し
た
場
合
に
は

ぐ
小
半
生
吋
取
扱
い
司
と
は
し

ど
心
不
引
い
〆
ば
を
年
ず
る
か
ら

い
わ
一
ゆ
る
将
司
会
的
千
古
が
時
司
よ
さ
れ
C
い
れ
ば
、
事
後
約
寸
作
品
川
T
等？
h
N
E成
き
に
れ
て
い
な
く
J

日目
的
'17, 
Vil 

レ

q 

れ

な
レコ
なし
し、ゴ日古冶

止
の
裟
什
の
設
｛
玉
川
め
る
特
定
心
同
性
に
基
づ
く
ぬ
ム
「
に
は
、
む
し
ろ
属
性
的
立
美

も
よ
い
し
一
す
る
ー
リ
湯
で
あ
ろ
う
ハ

ド
」
〉

γ2久子川ハ、

jllj 

条

r11 
f日
生七
日今、
品

日RJベ

定
改
以
上
心
株

式
保
告
者
の
議
決
権
数
を
だ
品
川
勺
制
限
す
る
一
で
、
な
こ
ζ

げ
か
現
行
法
も
認
め
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
亡
は
疑
問
で
あ
ろ
う

v

か
つ
て
尚
？
い
で
認
め
、
り
れ
と
い
に
よ
う
に
（
昭
和
♂
札
令
改
話
川
尚

' J刈

い
同
川
川
的
以
扱
い

企
業
姉
他
川
山
口
台
目
、
行
使
制
限
型
ポ
イ
ズ
シ
・
ピ
パ
に
つ
い

1
1
「
日
本
心
泊
法
卜
、
山
村
杭
予
約
怪
の
行
僚
主
、
れ
い
に
つ
い
て
は
、
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特
に
制
限
は
H
M
p
r

＼
ま
え
、
新
株
予
約
住
の
行
伎
は
、
妹
、
一
丁
と
し
て
の
権
利
民
び
哀
此
刊
の
円
一
%
一
ー
、
は
ほ
い
丈
め
、
長
別
的
行
使
条
川
の

付
い
た
新
株

ry約
権
の
捻
れ
は
、
M
同ム

T
w
i
h－
－
品
川
引
に
じ
は
す
る
も
り
で
は
な
い
と
考
え
つ
れ
る
と

まん一

μ収
伶
市
第
括
計
は

「
机
株
予
約
徒
主
行
使
す
る
権
利
は
、
件
、
半
1

／
し
て
の
権
利
り
内
容
て
は
な
い
か
、
り
、
百
休
予
約
防
恨
の
行
伎
の
条
件
と
し
て
、
買
収
者

一
号

平
与
の
原
則
に
迫
反
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
c

同
校
に
、
新
株

川いU
外
の
除
、
ー
ー
で
あ
る
ミ
こ
と
い
う
条
件
宮
山
す
こ
と
は
、

下
約
校
の
行
使
リ
オ
を
拡
い
り
に
の
凶
附
わ
ず
い
も
っ
た
者
同
h
r
M
P

に
ず
る
こ
と
は
、
一
仕
市
ん
か
ら
攻
掛
川
役
・
従
一
幸
ん
じ
ハ
へ
の
イ
、
f

七
九
〆
フ
ペ

て
の
一
人
ト
ソ
ク
・
オ
ヴ
シ
ー
ン
に
お
い
て
訟
の
ら
れ
て
き

ryuい

1
v

か
し
、
新
株
予
約
棒
を
行
保
す
る
権
利
は
い
わ

F
る
校
二
誌
の
同
告
の
山
刊
行
で
な
い
と

L
て
も
、

い
っ
た
ん
杭
一
：
割
当
C

（
す
ヨ

わ
ら
株
主
ζ

し
て
の
資
格
を
前
廷
に
）
析
涼
子
判
y

市
J

，
帯
電
立
o
J

れ
ば
、
そ
の
刊
行
は
、
会
社

r一外、

ζ

の
法
や
減
係
J
D
T

構
成
す
る
こ
い

L
に
が

J

亡
、
株
町
中
」
で
新
株
、
r約
潅
か
一
党
行
す
る
に
附
し
亡
、
特
定
の
は
で
が
権
利
を
行
使
で
き
白
い

N
U
 

る
条
河
古
川
正

J

二
と
は
、
特
ー
注
の
恒
常
一
宮
本
棋
と
し
て
、
株
主
の
慌
で
茶
店
前
以
泣
い
を
ず
る
、
」
と
に
な
る
の
で
は
云
レ
だ
ろ
う
か
－

ね
与
る
か
γ
え
山
f

v

ま
た
、
取
締
役
・
日
に
川
柄
引
門
戸
ハ
に
対
「
る
ス
ト

y

ク
・
オ
ノ
、
ン
ョ
〆
は
、
イ
〆
ヒ
／
一
ア

rγ
報
酬
の
付
与
と
ミ
ノ
明
信
な
日
約
の
ん
一
止
に
、

取
締
役
従
業
員
と
い
う
資
格
～
属
性
）
を
悲
準
と
し
て
、
新
株
子
約
権
を
付
う
し
て
い
る
の
一
I
Zめ
円
、
株
～
l
資
格
宮
前
犯
と
L

林
子
約
住
吉
判
じ
J

し
て
い
る
わ
け
で
は
す
は
い

ν

そ
れ
一
ゆ
え
、
こ
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
第

再
資
格
に
恭
づ
く
U
作
関
係
で
ふ
り
つ
一
三
件

主
平
行
十
以
則
と
は
悶
係
が
な
い
と
い
、
ぇ
ょ
っ
む

ま
止
、
中
主
制
値
引
引
出
止
円
は
、
交
付
制
限
引
ボ
イ
ズ
／
ピ
ル
に
つ
い
て
、
ご
定
割
介
以
ト
心
株
式
を
有
す
る
吾
川
以
外
の

F
H
つ

い
て
の
み
新
除
予
約
柊
の
割
以
－
J

主
ひ
つ
こ
と
は
、
新
株
J
J
約
此
惟
の
割
当
に
つ
い
し
法
律
1
特
に
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

以
干
リ
の
原
則
に
反
〆
な
い
と

剥
株
・
新
株
予
約
L

惟
の
引
1
1片山は、

公
開
会
札
の
株
十
に

さ
つ
に
自
民
一
以
防
衛
策
桁
針
ー
も
、

主
り
う
コ

L
こ
ゴ

Jr

i
l
l
A
U
C
J
I
t
－

－

4d 
新
品
杭
a

山
判
払
予
約
M
m
l
心
部
巾
は

の
権
利
と
は
い
附
一
一
昨
で
あ
る
か
ら
、
買
収
者
川
M
h汁
の
校
宇
に
対
3

〆げに
3
」、〕
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一川竺

の
み
、
パ
対
紙
切
一
新
株
子
約
権
む
割
当
を
行
沿
っ
、
一
と
は
、
株
ア
に
平
等
の
閉
山
川
町
に
違
止
す
る
も
の
で
は
な
い
一
と
い
司
る

J

吋性’
P
に
、
第
一
壱
刻
一
ψ
ー
に
よ
る
一
利
川
仰
や
新
株
J
T
約
権
り
先
行
は
、
割
ψ
」光ゃ
m
M
1
U
4
U
り
株
王
で
あ
っ
と
、
お
、
株
十
丁
資
格
で
は
ん
』
く
第
一

京
ぃ
究
協
に
英
一
つ
く
行
為
で
お
る
と
し
仁
、
株

i
ド
等
原
則
心
開
店
＋
川
崎
l
v

〕
な
い
の
が
原
則
で
ふ
る

J

し
か
し
、
新
株
芯
い
い
新
川
付
予
約

協
の
割
当

、
株
工
A
H
係
古
前
提
と

L
、
か
コ
株
τー
の
持
除
絞
に
泌
、
三
I
L

に
倒
的
に
訪
れ
ノ
7

一
二
ー
」
ら
れ
る
、
宮
ノ
な
判
明
ん
は
に
は
、
主

質
的
に
見
て
除
、
割
v

に
よ
る
発
行
と
解
す
る
公
地
が
あ
れ
、
特
定
め
大
作
÷

（川ハ同収ズ
v

の
み
J

乞
除
外
、
J

V

L

割
当
吉
行
う
こ
と
は
、

株
工
主
勾
J

原
則
に
違
反
す
る
疑
い
が
強
く
仕
ろ
一
J
P

台
湾
性
の
例
外

祉
司
王
干
し
す
れ
中
間
は
、
万
別
的
は
取
投
い
を
形
式
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ぷ
の
津
市
的
根
拠
と
あ
る
慌
し
ず
の
波
念
に
ム
μ
致
ず
る

べ
さ
C
占
め
る
、
ぐ
い
h
見川貯！
h
dめ
る
。
確
川
J

に
、
株

t
1守
原
則
川
心
刷
用
は
、
形
式

4
断
長
準

九
i

川
川
～
出
向
苑
同
で
は

に
よ
る
か
ら
客
制
的
で
唱
確
洋
に
優
れ
て
ぃ
t

る
一
一
面
、

h
－
 

叫
河
川
か
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
、
れ
る
乙
ぞ
れ
冷
え
、
ぎ
引
の
恒
昨
は
か
軽
微
な
湯
ム
円
に
ま
で
、

に
厳
格
な
結
果
と
ほ
る
危
険

コ
九
時
肉
的
で
あ
り
、

ボfスノ ピル：状一正ヤミ宇川口lj

。
ハv
勺
L一。

料
王
平
竹
I
H
即
刻
口
弘
が
い

一

。

」

山

川

4

何
ら
か
の
へ
U

哩
的
な
政
策
日
的
山
よ
ρr
株
王
平
等
川
引
の
一
例
制
パ
が
認
め
、
り
れ
る
、
－
J

す
る
！
乙
お
も
あ
る
。
J

川
n
d
 

一日
ぃ

f
、

あ
f
J

J
V

へ店

待
に
形
1
A
的
か
つ
夜
直
約
に
平
半
J

原
引
を
溢

用
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